
 

緑が丘公民館

　　　　10月31日(金）

3・4・5

10月29日(水）～

10：00～12：00  ワード・エクセル・インターネット
13：30～15：30

(いずれかを選ぶ） 　　講師　小谷野敏行さん　ﾊﾟｿｺﾝ ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ

「パソコン実技」

2

10月23日(木）
｢すぐに役立つ履歴書の書き方・面接の受け方」

10：00～12：00

　　講師　相良忠義さん　ｷｬﾘｱ ｶｳﾝｾﾗｰ
男女共同参画センター
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10月21日(火）
｢もっと輝いて　再就職へGO！」

10：00～12：00

　　講師　若林美也子さん　ｷｬﾘｱ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
男女共同参画センター

男女共同参画課・男女共同参画

センターは，一人ひとりが生きが

いのある社会を形成するために，

男女が互いにその人権を尊重しつ

つ，責任を分かちあい，性別にか

かわりなく家庭，職場，地域など

で十分に能力や個性を発揮できる

「男女共同参画社会」の実現を目

指しております。

この情報紙は，その活動を多く

の方にお知らせしたく発行してい

ます。センターの講座等もお知ら

せしています。

№5

平成20年9月
八千代市男女共同参画課 ☎047-485-7088

八千代市男女共同参画センター ☎047-485-6505
八千代市八千代台南1-11-6 （八千代台東南公共センター4階）

男女共同参画だよりのホームページができました。

アドレス：http://www.city.yachiyo.chiba.jp/siyakusyo/danjo/dayori.html

みんなで育てよう 男女共同参画センタ－ 認め合い、支えあい、いきいきと暮らすために 男女共同参画課

平成２０年度 男女共同参画週間事業

「笑いの中から男女共同参画を」
～落語から学ぶ男と女～

講師 ： 落語家 金原亭馬治さん
日時 ： 平成２０年６月２９日（日） 午後１時３０分～３時３０分

場所 ： 男女共同参画センター 講習室

落語を通じて、家庭でも職場でも男女が平等に支えあうことの大切さや、

「自分らしくを大切にする心」（お互いが相手を思いやる心の大切 さ）を

感じたひとときでした。たまには、思いきり笑いうのもいいですね。

演目 鮑のし・親子酒・お見立て・江戸文化について

再就職準備セミナー

落語も、江戸時代のお話もとても

おもしろかったです。江戸時代は

男女がともに歩んでいたというお

話が印象に残りました。現代は女

性の社会進出が著しいですが、

江戸のように楽しく生活できてい

るのかと思いました。また、どこか

で聴かせていただくことを楽しみ

にしています。

｢働きたい」と思っているあなたの

応援講座！全5回

結婚や育児で仕事を辞めてしまったけれど、も

う一度働いてみようかな？と思うけれど不安！

一歩を踏み出してみませんか

次回講座は11月6日(日）13日(日）全2回 メタボリックシンドロームの予防と対策を｢食」と｢運動」から考えます。

「バランスの良い食事とウォーキング」と「ちょっと汗をかくキックエクササイズ」を楽しく「調理実習・楽しく運動」

そして、メタボリックシンドロームを撃退！詳しくは10月1日号 広報をご覧ください。

１・２回は「今」、企業はどんな人材

を求めているか、そして復職に向

けてどう輝いていくかを、ﾍﾞﾃﾗﾝｱﾄﾞ

ﾊﾞｲｻﾞｰからお話しを聞きます。

簡単な文章・表の作成や、今、就

職の情報収集や採用申し込みに

必要不可欠のインターネットを実

際にパソコンを使って学習します。

市内在住・在勤の女性 ３０人

保育あり ２歳～６歳先着５人(要予約）

パソコン実技は午前・午後各１３人です。
※パソコン実技のみの受講は出来ません申し込みは9/17より 男女共同参画センター 窓口又は電話で ４８５－６５０５

▲「さんかく寄席」は満員御礼

「男女共同参画」というテー

マがとかく難しく考えてしまう

と思われますが、落語の中

から日本の男女の係わり方

を学び、とても参考になりま

した。

▲馬治さんのお話に引き込まれました

「おんなのこだから」

「女は家事をしなくちゃいけない?」

「男は泣いちゃいけない?」性による

枠から自由になって，みんなのび

のび生きようと呼びかけます。

岩崎書店

「クマとうさんのこもりうた」

子守りはいつもクマかあさんに任せっ

きりのクマとうさんが他の家のベビー

シッターをすることになります。慣れ

ない子守りになかなかうまくいくませ

ん。疲れてお家に帰ったクマとうさん

に変化が・・・。

評論社

八千代市では｢女性、こころの悩み電話相談」を行っています

 ４８５－７３３３ 毎週火・木・金曜日 ９：００～１６：００

◆ 男性のための相談 ◆

男性の抱える様々な悩みを専門の男性相談員が相談に応じます。

《相談電話》０４３－２８５－０２３１

毎週火・水曜日 １６：００～２０：００

キック・パンチでいい汗を！▶

市立図書館所蔵



 

Q. 最後に、一言お願いします。

Ａ. 中央消防署は、女性消防士専用の仮眠室、お風呂、トイレ、休憩室を市内で初めて完備しました。

これにより、男性と同様に、女性も夜間勤務ができるようになりました。

女性も安心して勤務できるので、これからも女性の消防士が増えると心強いなと思います。

前田保乃（まえだやすの）さんは、平成16年に八千代市消防本部に消防士として採用さ

れ、現在中央消防署に勤務をし５年目を迎えました。救急救命士の資格は大学で取得

され、今年ご結婚されたそうで、仕事と生活をどのように両立しているかうかがいました。

Q. 消防士としての仕事は、いかがですか。

A. 人と接する仕事がしたかった私にとって、救急救命士としての仕事は、

大変ですが、やりがいがあります。

昨年、新たに救急救命士の「薬剤投与」と「気管挿管」ができる資格を

取り、実際の現場で薬剤の投与を行いました。

今まででうれしかったことは、心肺停止だった患者さんが、元気になっ

て退院し、その後お礼の手紙をくださったことですね。

Q. 仕事と生活を両立する工夫があれば、教えてください。

A. 仕事も生活も自分ができること以上には無理をせず、プラスに考えることが大切だと思います。

生活は、最近結婚したので、ずいぶん変わりました。家事は、どちらか出来る方がやりますが、夫は、率先して

家事もやってくれます。中央消防署の男性消防士みたいに、料理上手じゃないですけど（笑）。

休みの日は、夫婦でよく話します。親、兄妹、友達ともよく話して、気分転換しますね。

Q. 仕事や生活の上での、今後の計画を教えてください。

A.  仕事は、将来子どもが生まれても続けていきたいです。

夫は、私が仕事を続けられるように、仕事を認めてくれています。資格を

取るときや、就職するときなどに、私が頑張っている姿を見ていてくれた

からだと思います。夫は、最も良き理解者です。

育児休業などは、消防士ではあまり取った人がいないので、不安か

な（笑）。そのときに、職場の上司や先輩に相談したいと思います。

ガス会社で営業として勤務しながら、八千代台東小のＰＴＡ会長として活躍している轡田信芳

（くつわだ のぶよし）さん。３人のお子さんのお父さんでもある轡田さんは、仕事と、地域活動、

お子さんとの時間をどのように両立しているかお話をうかがいました。

Q. 仕事をする上で大切にしていることは、何ですか？

A. 信頼関係ですね。営業は特にそうだと思います。技術職で就職したので、

営業になったときには、違和感がありました。しかし、「営業はお客さんと会

社との調整役だ」と気づいてから、営業の仕事が好きになり、誇りを持って

仕事をしています。

Q. ＰＴＡの会長のほかに地域で活動していることは、ありますか？

A. 東小の父親くらぶを通して、お父さんたちの趣味や技術を活かした活動をしています。天体観測とか……。

今年は、「学校に泊まろう08夏」という企画をやって、54人の子どもが参加しました。空き缶と牛乳パックを

使ってご飯を炊いて、夜はきもだめしをして、ダンボールハウスで寝るんですよ、朝は学校周辺のゴミ拾い

をして……。とても楽しかったですね（笑）。

Q. ご夫婦で共働きだそうですが。

A. 妻の実家が近いので、いろいろと協力してもらっています。だからこそ、２人でフルタイムで働いていけると

思います。保育園や学童保育所も視野には入れていましたが……。妻の両親には本当に感謝しています。

また、ダブルインカム（共働き）ということで、すこし気持ちに余裕があるというか……。ＰＴＡ活動のように、仕

事と家庭以外にも欲張れるのは、その余裕も理由のひとつかもしれません。

Q. 仕事や生活の上で、今後計画していることや目標があれば、教えてください。

A. “夢”は、無事に会社を勤めあげ、「良き地域のおじさん」になることです。先日、地域の先輩の方たちが

「見守り隊」となって道に立ち、子どもたちが安全に登下校している光景に感動してしまいました。本当にあ

りがたいと思いました。私もこういう地域の人になって、次世代の子どもを支えたいですね。あとは家族旅行

をなんとか年に２回、１泊でいいので続けていきたいですね、子どもがついて来てくれる間ですが（笑）。

Q. これから、ワーク・ライフ・バランスを実現したいと思っている人に、一言。

A.自分にも人にもあまり完璧をもとめないことだと思います、

とくに自分に……。“これで良し”という自分なりのハードルを

下げて、人の支援もちゃっかりと当てにしてしまったり……。

会社、家庭、プラスアルファにチャレンジしてみると、新しい

世界が広がります。お父さんたちは、まず手始めに、父親

くらぶに参加してみてはどうでしょうか？

あなたは日ごろ、仕事と生活のバランスが取れていると感じていますか？

「『仕事』『家庭生活』『地域・個人の生活』の優先度について、希望と現実を聞いたところ、

『仕事と家庭生活をともに優先したい』といった複数の活動をバランスよく行いたいという希望を持つ

人の割合が最も高いが、現実は『仕事』や『家庭』など、単一の活動を優先している人の割合が、どの

世代の男女も最も高くなっている」

これは、内閣府が平成19年度に行った「男女共同参画に関する世論調査」の結果です。

仕事と、家庭生活や趣味などの生活のバランスが、一人ひとりの希望にかなってこそ、双方に生きが

いや喜びを見出すことができます。

この課題に取り組むため、内閣府は昨年、官民トップ会議において、「仕事と生活の調和（ワーク・

ライフ・バランス）憲章」を定めました。

ワーク・ライフ・バランスについて、考えてみませんか。

今回は、ワーク・ライフ・バランスを実践している方たちにインタビューをしました。

”学校に泊まろう08夏”のひとコマ

轡田さんがインタビュー「グループの名前はなんですか～？」 ▶

ワーク ・

ライフ ・

バランス

仕事

家庭

生活

地域

活動
趣味

子育て・
介護

きかんそうかん

▲ 前田保乃さん

▲ 轡田信芳さん

いつも乗っている救急車の前で ▶


